
内閣総理大臣杯争奪 第５３回西日本実業柔道団体対抗大会    

対戦成績    

※勝敗の表示について    

便宜上、勝敗の表示は以下の記号としています。 

一本勝      ○    

技あり 指導３  ①    

有効  指導２  ②    

判定       ●    

    

男子第１部    

第１回戦    

 旭化成Ａ     ２   ―   ② 九州電力  

(先鋒) 上杉 亮太 ４段 ○ 浮落     帆高 純平 ３段  

(次鋒) 大鋸  新 ５段   小外掛  ○ 七戸  虎 ２段  

(中堅) 穴井 航史 ４段   引分     森  俊介 ５段  

(副将) 木村  純 ４段   横四方固 ○ 川野 達也 ３段  

(大将) 田中 貴大 ４段 ② 優勢     山本 泰三 ４段  

    

 新日鐵住金    ⑤   ―   ０ 関西医療学園  

(先鋒) 武田 茂之 ３段 ② 優勢     阿部 匡志 初段  

(次鋒) 小野 勇輝 ３段 ○ 肩固     鳥居 智男 ６段  

(中堅) 増田 哲也 ３段 ○ 背負投    宮下 和也 ３段  

(副将) 松宮  広 ３段 ○ 払腰     金城 正竜 ２段  

(大将) 赤迫 健太 ３段 ○ 大内刈    堀筋 裕平 ３段  

    

    旭化成Ｂ     ⑤   ―   ０ 甲南柔友会  

(先鋒) 小林 督之 ３段 ○ 払腰     岩田  淳 ２段  

(次鋒) 辻  玄太 ４段 ○ 払腰     藤田 淑睴 ３段  

(中堅) 出口 雄樹 ４段 ○ 払腰     薮田 雅仁 ３段  

(副将) 野田 嘉明 ４段 ○ 縦四方固   小林 準起 ２段  

(大将) 白井 勇輝 ４段 ○ 小内刈    山本 翔太 ３段  

    

    ダイコロ     ①   ―   １ 東レ滋賀  

(先鋒) 反中 佑起 ２段   引分     角  明典 ３段  

(次鋒) 上原 滋行 ３段   引分     河井 修二 ３段  

(中堅) 金子 博史 ３段   優勢勝  ② 青木 和明 ３段  

(副将) 谷本 義人 ３段 ○ 大外刈    田村 真我 ３段  

(大将) 鈴木 明大 ３段   引分     黒澤  平 ４段  

    

準決勝第１試合    

    九州電力     ２   ―   ③ 新日鐵住金  

(先鋒) 帆高 純平 ３段   優勢勝  ② 齋藤  俊 ３段  

(次鋒) 七戸  虎 ２段 ○ 合せ技    武田 茂之 ３段  

(中堅) 森  俊介 ５段   優勢勝  ② 吉永 慎也 ５段  

(副将) 川野 達也 ３段 ② 優勢勝    小野 勇輝 ３段  

(大将) 近藤 雅和 ３段   優勢勝  ② 増田 哲也 ３段  

    

準決勝第２試合    

    旭化成Ｂ     ③   ―  １ ダイコロ  

(先鋒) 野田 嘉明 ４段 ② 優勢勝    上原 滋行 ３段  



(次鋒) 辻  玄太 ４段   出足払  ○ 反中 佑起 ２段  

(中堅) 海老 泰博 ３段   引分     平井 泰輔 ２段  

(副将) 小林 督之 ３段 ② 優勢勝    谷本 義人 ３段  

(大将) 白井 勇輝 ４段 ○ 掬投     谷本 義人 ３段  

    

決勝戦    

    新日鐵住金    ③   ―  １ 旭化成Ｂ  

(先鋒) 齋藤  俊 ３段 ① 指導３    小林 督之 ３段  

(次鋒) 小野 勇輝 ３段 ○ 大外刈    海老 泰博 ３段  

(中堅) 増田 哲也 ３段 ② 指導２    白井 勇輝 ４段  

(副将) 吉永 慎也 ５段   指導３  ① 辻  玄太 ４段  

(大将) 松宮  広 ３段   引分     野田 嘉明 ４段  

 

＝戦評＝ 

＜先鋒戦＞ 新日鐵住金のベテラン齋藤に旭化成Ｂ新人小林が挑む。身長で勝る齋藤は釣手を上

から押さえ、内股、小林は下から突き上げて内股、体落と激しい攻防を展開。序盤は小林の攻め

が勝り指導１を得るが、中盤から終盤にかけて齋藤が指導３まで連続獲得。終了間際に小林の激

しい反撃も及ばず齋藤が勝利。新日鐵住金貴重な先取点を上げる。 

＜次鋒戦＞ 開始２９秒に旭化成Ｂ海老が身長差１９ｃｍ、体重差３９㎏の巨漢新日鉄住金小野

の右大外刈を裏投で回転させて有効を奪う。小野は右組みから奥襟を取って反撃を開始。海老は

その猛攻の前に中盤続けて二つの指導を喫す。２分４５秒には海老の苦し紛れの背負投が偽装的

攻撃で指導３。３分１０秒に小野は長身を利した大外刈を仕掛けると、これが見事に決まって海

老は背中から落下し一本。旭化成Ｂに絶体絶命のピンチが招来。 

＜中堅戦＞ 体重差４９㎏の両者の対戦。小兵旭化成Ｂ白井は低い右背負投と右体落で新日鐵住

金増田を攻め、５９秒に指導を奪う。白井は、左組みから圧力を掛ける増田を攻めあぐね、終盤

の右背負投が続けて偽装的攻撃とされ指導２を受ける。白井の終了間際の必死の反撃も及ばず試

合終了。この瞬間、旭化成の連覇が途絶える。 

＜副将戦＞ 旭化成Ｂ辻は身長差を活かした左組みから新日鐵住金吉永を攻める。低く右組みに

構える吉永は引手を持たず技を見せるが、組み合わないため２分７秒、指導１。その後も辻が優

勢に試合を支配し、３分４８秒、吉永の苦し紛れの巴投が偽装的攻撃となり指導２。終盤、吉永

は防御姿勢が際立ち始め３分３２秒には指導３。辻が一矢を報いる。 

＜大将戦＞ 新日鐵住金松宮、旭化成Ｂ野田、共に右組み。開始早々から両者激しい攻防。３１

秒、場外際で野田がアピールしながら下がり、場外注意。その後は野田の攻撃が盛んとなり松宮

に２分１８秒指導１。終盤の両者激しい攻めも効なくブザー。引分。 

尚、男子第一部は、初戦敗退の４チームによる抽選の結果、旭化成Ａ、関西医療学園の２チー

ムが第二部に回ることになった。 


